
でイベント時のボランティア活動を

コーディネートしてきたNPOのリ

ーダーを中心に作られた。東京

2020大会会期中に国内外から東京

を訪れる人は1,000万人を超える

と予測されており、必要なボランテ

ィアは会場周辺での観光案内などを

する都市ボランティアも含めると

11万人とも言われている。この機

会を活用したボランティア活動の促

進と、その先に持続可能な未来をつ

くることのできる人材の輩出を目指

している。

ボランティア活動の意義

　ボランティア活動は市民が社会参

加する機会を提供し、人への思いや

りや助け合いの精神を豊かにしてく

れる。活動で出会った仲間と助け合

　東京2020大会を支えるボランテ

ィアがその後に求められる持続可能

な社会を担う人材となるようにと活

動している取組がある。ボランティ

ア活動によって市民参加とパートナ

ーシップが進むことを期待した動き

だ。

東京2020大会を	
きっかけに行動しよう	
という呼びかけ

　SUSPONは、東京2020大会を

持続可能な大会とすることをきっか

けに、その後の日本や世界の持続可

能な社会づくりにつなげていくこと

を目指しているNGO/NPOによっ

て立ち上がったネットワークである。

現在18団体が加盟しており、組織

委員会への提言活動や、部会ごとの

実践活動を行っている。部会の一つ

にボランティア部会があり、これま

ったり、問題が生じた時にどう克服

するか考え乗り越えた経験は、普段

の暮らしからは得られない経験とし

て自己成長につながり、その後の人

生に影響を与える。何かをやり遂げ

た成功体験や達成感は、自信や経験

となり、やりがいと価値を感じるこ

とができる。

　ボランティア部会で行っているさ

まざまな活動においても、人との出

会いとコミュニケーションを通じて

感じたこと・思ったことは、多くの

人の考え方に影響を与え、行動変容

を起こすことが実証できている。例

えば環境への配慮やイベント会場内

外で人が笑顔になるような工夫を示

すことで、ボランティアだけでなく

周囲の意識も変わっていき、よりよ

い環境を保とうという気持ちが社会

に広がっていくことを期待している。

 ボランティアとしての参加とパートナーシップ
星野智子（SUSPON副代表／ボランティア部会）

地域の活動から学ぶ

国内事例
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フジロックフェスティバルでのごみ分別・リサイクルの
ボランティア活動の様子

入場ゲートで、環境配慮についてのメッセージが入ったごみ袋を配布
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持続可能な未来をつくるボランティア
のためのガイド
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かけに日本や世界の持続可能な社会
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2016年に発足。代表は羽仁カンタ、
事務局は地球・人間環境フォーラム。
ボランティアの他に、生物多様性、
ユース、ごみゼロ、エネルギー、責
任ある調達、平和とスポーツ部会が
ある。
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